




2020 年 3 月 11 日、WHOは新型コロナウイルス感染症（以下、COVID-19）がパンデミック状態に
あると伝えた。未知のウイルスCOVID-19 によって世界中が混乱に陥り、現在もその混乱は続いている。











混乱する我々にオンライン授業に関する情報を提供してくれたのが、3月 26 日に第 1回目を開催し
























5月 11 日（月）～ 5月 31 日（日）
すべての授業科目をオンライン（Web ツールMicrosoft Teams を使用）にて実施。
＜第 2期：分散登校＞


























体育史の授業は 2クラスで展開され、2020 年度の履修者はAクラス 86 名、Bクラス 109 名、合計
195 名であった。履修者の内訳は、2年生が 179 名、3・4年生が 16 名である。現 2年生（2019 年度入学）













• 開始～ 10 分：前時の復習、本時の内容説明（LIVEでの解説）
• 10 分～ 35 分：解説①（授業担当者の音声解説付き PowerPoint 動画の視聴）
• 35 分～ 40 分：休憩
• 40 分～ 65 分：解説②（授業担当者の音声解説付き PowerPoint 動画の視聴）
• 65 分～ 90 分：本時の確認（Forms を利用した確認問題、毎時 10 問程度）
図 2．授業 1コマ（90 分）の時間配分
オンライン授業開始にあたり、本学では時間割通りに授業を行うことを原則とし、始業に合わせて教
員と履修学生がTeams のオンライン会議にアクセスすることとした。体育史では、始業から 10 分程
度は大学で行われる通常授業と同様に、前時の復習と本時の授業内容についてライブで説明した。その




















































































































































































と学部独自で実施したものである。サンプル割合は 2020 年 5 月 19 日現在で、n=633、1 年生：
25.1％（n=159）、2年生：26.2％（n=166）、3年生：23.5％（n=149）、4年生：25.1（n=159）であっ
た。各学年 25％程度の回答率となっているため、現状を正確に反映しているとは言い難いが、教
材を作成する上では貴重な情報となった。
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